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倉吉市社会福祉協議会だより No.513令和４年２月１日

●‌�地区の取り組み紹介（関金地区）／倉吉市
共同募金委員会からのお知らせ  �  2
●�お知らせ・募集コーナー（災害ボランティア
養成講座参加者募集／ボラカフェ参加者募
集／非常持出袋袋詰めボランティア募集／
広報紙「しあわせ」袋詰めボランティア募集）
　　　　　　　　　　�  3

サンタがおうちにやってきた！

ありがとうございました

クリスマスイブに21家庭41人の子どもたちへ
オンラインでサンタ訪問を行いました(^^♪
サンタも子どもたちも、みんな笑顔になりました。

ボランティアのみなさん

サンタ訪問にご協力いただいた企業・団体
株式会社モリタ製作所
セブン-イレブン倉吉生田店
ＢＹヨシダ
国際ゾンタ26（日本）

毎日お勉強をがんばっているんだってねえらいね～

サンタさんは
ぼくのことを知ってるの？

うれしいなあ！

（順不同・敬称略）

社会福祉法人 倉吉市社会福祉協議会
〒682‒0872  倉吉市福吉町1400番地　 電話：（0858）22-5248  FAX：（0858）22-5249
ホームページアドレス  https://www.kurayoshishakyo.com
メールアドレス  info@kurayoshishakyo.com
フェイスブックアドレス  https://www.facebook.com/kurayoshishakyo/

QRコード

Facebook印刷：山本印刷

倉吉市社協 検索

この広報紙は一部赤い羽根共同募金の助成金で発行しています
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Vol.23 関金地区振興協議会地域福祉部

日頃のつながりが災害時の助け合いへ
　今年は、43名の皆様にご参加いただき、日野ボランティア・ネットワークの森本
智喜氏より “高齢化と見守り活動を『災害』から考える” と、市社協生活支援コーディ
ネーター朝倉裕美氏より “福祉協力員と見守り活動” の講演をいただきました。
　中部地震や７月豪雨など災害が多くなったことから、災害を通して集落での支え
合いの仕組みを話し合う「支え愛マップ」の取り組みが各自治公民館で進められて
います。災害時に支援を必要とする人の把握のみならず住民同士の話し合いにより、
長年暮らしている集落について改めて気づくことも多いようです。そして、災害時
に支援が必要な人は、平常時から見守りが必要な方が多いため、日ごろ見守り活動
をされている福祉協力員の重要性について、再認識するいい機会となりました。
　今後、各集落で支え合いの仕組みを作り、安心して暮らせるまちを作っていくた
めに皆さんのご協力をこれからもお願いいたします。

～10/3 福祉懇談会を開催しました～

皆様のご協力で寄せられた募金は、倉吉市の様々な活動へつながります

～倉吉市共同募金委員会からのお知らせ～ 

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力ありがとうございます！

●募金実績報告（令和４年１月 18 日現在）

●成道会托鉢の様子
篤志募金：倉吉市仏教会
　お釈迦様が悟りをひらかれた 12
月 8 日に、倉吉市仏教会のご住職
の方々により、成道会托鉢（じょう
どうえたくはつ）が行われました。
　浄財は、歳末たすけあいの運動
に役立たせていただきます。歳末たすけあい募金を活用した

地域福祉交流事業のご紹介

倉吉伝統文化の倉吉いか（凧）づくりで交流会！

　成徳地区社会福祉協議会と成徳小学
校の５年生が倉吉伝統のいか（凧）づく
りをとおした交流会を行いました。
　伝統文化の正月遊びを学び、楽しい
時間を過ごすことができました！

成徳地区社会福祉協議会

昔はタコ
じゃなくて
イカだった
んだ！

　倉吉の伝統文化を子どもたち
が楽しく知る機会にもなり有意
義な交流になっている！
　この先も長く続く行事にしてい
きたいな！

募金区分 目標額 実績額
戸別募金 5,750,000 5,287,334 
街頭募金 1,060,000 892,185 
法人募金 1,425,000 1,242,971 
学校募金 180,000 138,401 
職域募金 305,000 246,506 
大口募金 400,000 320,606 
店頭募金 180,000 151,198 

合計 9,300,000 8,279,201

募金区分 目標額 実績額
戸別募金 2,550,000 2,562,580
篤志募金 150,000 101,952

合計 2,700,000 2,664,532

（実績率：89.0％）

赤い羽根共同募金� （単位：円） 歳末たすけあい募金� （単位：円）

（実績率：98.7％）
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参加費無料
定員50名
2/18〆切

2022年

2.23（祝）
13時00分
～15時30分

（内容）講義＆グループワーク
テーマ　「被災者視点で支援活動を考える」

令和３年７月大雨災害の状況をもとに、
活動の展開を考えます

講　師　日野ボランティア・ネットワーク
副代表　森本　智喜 氏

（会場）倉吉福祉センター大会議室
（対象）ボランティア活動者、

地域づくり・防災に興味のある方
など、どなたでも

（申込・問合せ先）
地域福祉課　☎23-5600

2016 年鳥取県中部地
震

（訪問活動の様子）

こちらからも
申込できます

（会場）倉吉福祉センター
（対象）ボランティア活動に関心の
　　　　ある方など、どなたでも
（申込・問合せ先）地域福祉課　☎23-5600

「SDGsから
 ジェンダー平等を考えよう」

「SDGsオリジナル
　　　　　　バッジづくり」

おひとり様１個まで（体験料１個50円）

学び・仲間づくり

　SDGsが目指すのは、男性も女性も社会的に平等であること。
　多様性を認め合い、さまざまな差別を受けることのない社会を一
緒に目指しましょう。
　2022年10月には、日本女性会議が倉吉市で開催されます。みんな
で大会を盛り上げていきましょう。

　鳥取県のカタチを形取った木片(鳥取県産
間伐材)を使って、自分だけのSDGsバッジを
作成します。 
　少しずつ地球に優しいことをやってみよう！ 50個限定（先着順）

3/12㊏
10：00～11：30

定員50名
3/4〆切

ボラ
カフェ

テーマ
SDGｓを自分ごとと
して感じよう

　市社協では毎月、広報紙
しあわせを自治公民館ごと
に枚数を数え、封筒に詰めて倉吉市シルバー人材セン
ターに搬入する活動を行っています。
　私たちと一緒に活動に参加してくださる方をお待ち
しています。
★と　き　2月24日（木）10：00～11：00
★ところ　倉吉福祉センター（福吉町1400番地）

【申込・問合せ先】地域福祉課（☎23-5600）

広報紙「しあわせ」
おとどけ隊の募集！

非常持出袋の袋詰めボランティア
を募集しています！
　倉吉市社会福祉協議会では、歳末たすけあい募金を
活用して、在宅のひとり暮らし高齢者、高齢者世帯、
障がい者やひとり親家庭を対象に、防災意識を高め、
緊急時に役立てていただくことを目的に非常持出袋の
配布を行っています。私たちと一緒に活動に参加してく
ださる方をお待ちしています。

【申込・問合せ先】地域福祉課（☎23-5600）

３月８日（火）
13：30～15：30
倉吉福祉センター（福吉町1400番地）

日 時

場 所
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あんしん相談支援センターからのお知らせ 【問合せ・予約先】　☎24-6265

●相談はすべて無料　　　●秘密は厳守します
●時間：午後１時～３時　●完全予約制です
●相談時間は 30分以内です

相談の種類 相談員 相談日
2月 3月

法律相談 弁護士 8日（火） 8日（火）
25日（金） 25日（金）

公証相談 公証人 17日（木） 17日（木）

倉吉くらしの応援団
山根　義久 様（米）　　菰田　総子 様（衣料品）
JA鳥取中央旬鮮プラザ　満菜館 様（食料品）
鳥取県生活協同組合 様（食料品）
極楽寺　様（食料品）

ご寄付
ありがとう
ございました。
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◎‌皆様からいただいたご寄付は、地区の見守り活動をはじめ、地域福祉を推進する財源として役立たせていただいています。
　本会にお寄せいただいた寄付金は、所得税、市・県民税の寄付金控除の対象となります。　

受章を記念して
　このたび、株式会社井中組 代表取締役 井中
紳二様が、黄綬褒章を受章されました。
　この受章を記念し、地域福祉推進の一助に
と、ご寄付をいただきました。

ありがとう
ございました

※詳しくはハローワーク窓口または
　本会ホームページをご覧ください。

【問合せ】　総務課 ☎22-5248

①正規事務職員（1名）2/9締切
②非常勤看護師（1名）随時
③非常勤運転手（2名）随時

　　　　を　　　　 しています！
福祉の職場で働きませんか？

職 員 募 集
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成洋エンジニアリング株式会社
山陰営業所 様

　「成洋エンジニアリング」さんより、こど
も食堂さんへ寄付をいただきました。高額
寄付に子ども食堂さんもビックリでした。


